
なつかしの国
～ iwami ～ 石見

　平成２３年１月５日（水）悠邑ふるさと会館に、山根団長以下川本町消防団４分団１９班、総勢
１３６名の消防団員が集結し、消防出初め式を行いました。
　式典では、表彰のほか、５名の新入団員が紹介され、山根団長から任命状を受け
取り、今後の消防団員としての職務遂行について宣誓しました。（写真）
　式典に引き続き、キビキビとした動きで通常点検・機械器具点検を行い、その後
市中パレードを行いました。
　中央大通りでは、毎年恒例の鯉の滝登りを行い、分団対抗で小型ポンプ操法の早
さと正確さを競いました。
　今年１年が、災害のない年となるよう願っております。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
新
春
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し

て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
４
月
に
議
長
に
選
出
し
て

い
た
だ
い
て
以
来
、
議
会
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
常
に
中
立
・
公
正
を
最

大
・
最
終
の
目
標
と
し
て
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、
大
過
な
く
新
年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

町
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
国
際

化
・
情
報
化
・
少
子
高
齢
化
等
が
急

速
に
進
行
し
、
行
政
が
そ
の
ス
ピ
ー

ド
に
対
応
出
来
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
国
の

財
政
状
況
の
硬
直
化
は
更
に
進
ん
で

お
り
、
単
な
る
政
権
交
代
だ
け
で
は
、

抜
本
的
な
解
決
に
至
ら
な
い
状
況
に

ま
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
あ
た
り
、
川
本

町
に
お
い
て
も
克
服
す
べ
き
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

小
学
校
の
統
合
と
跡
地
の
利
活
用
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
交
通
・
通

信
体
系
の
整
備
、
定
住
人
口
の
確
保
、

救
急
医
療
体
制
の
充
実
、
新
た
な
産

業
の
創
出
と
雇
用
の
確
保
な
ど
、
そ

の
行
政
需
要
は
質
・
量
と
も
に
ま
す

ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
、
誠
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

財
政
面
で
は
一
時
の
危
機
的
状
況

か
ら
脱
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
自
主

財
源
に
乏
し
い
当
町
に
と
っ
て
は
、

先
行
き
不
透
明
な
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
今
後
更
に
創
意
工
夫
を

重
ね
、
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応

え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。	

　

昨
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
速
報
値

で
、
川
本
町
の
人
口
は
３
９
０
０
人
。

５
年
間
で
４
２
４
人
の
減
少
。
県
や

国
の
出
先
機
関
の
廃
止
な
ど
、
官
公

庁
の
合
理
化
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
人
口
に
占
め
る

百
歳
以
上
の
方
の
比
率
が
全
国
的
に

一
番
高
い
町
と
し
て
、
川
本
が
注
目

さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
「
朝
・
ズ
バ
」

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
を
始
め
、
12

月
の
全
国
紙
に
、「
百
歳
の
町
の
元
気

な
取
り
組
み
」
と
し
て
川
本
町
の
特

集
記
事
が
載
り
、「
川
本
町
の
こ
と
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
９
月
末
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ふ
る

さ
と
一
番
」
で
、
川
本
の
エ
ゴ
マ
が

全
国
に
発
信
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を

呼
び
ま
し
た
。
11
月
下
旬
、
邑
智
郡

の
特
産
品
を
、
東
京
で
紹
介
す
る
「
邑

智
郡
特
産
品
フ
ェ
ア
」
を
開
催
、
日

本
橋
島
根
館
に
は
多
数
の
来
場
者
が

あ
り
、
川
本
や
邑
智
郡
の
Ｐ
Ｒ
が
出

来
ま
し
た
。
神
田
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

三
町
の
特
産
品
を
扱
っ
た
料
理
の
試

食
会
も
開
催
。
料
理
研
究
家
の
方
々

か
ら
も
興
味
を
持
た
れ
、
ブ
ロ
グ
に

「
エ
ゴ
マ
」
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

ド
イ
ツ
・
ノ
イ
ウ
ル
ム
市
と
の
文

化
交
流
協
定
を
締
結
。
文
化
は
地
域

と
、
住
民
の
元
気
の
源
。
今
年
は
、

ド
イ
ツ
の
青
少
年
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

公
演
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金
」
で
は
、

多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
事
業
は
順
調
に
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
。
早
く
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
が

便
利
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
出
雲
町
が
松
江
市
と
、

斐
川
町
が
出
雲
市
と
合
併
し
ま
す
。

単
独
町
政
を
歩
む
川
本
町
が
今
ま
で

以
上
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ

と
は
確
実
で
す
。
小
さ
く
て
も
存
在

感
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
・
ご
活
躍

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

川本町長
樋　口　忠　三

川本町議会議長
大　畑　茂　久

年頭のごあいさつ
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こ
ん
な
議
案
を

 

審
議
し
ま
し
た

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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瀬　

上　

康　

浩

圓　

山　

達　

雄
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七　

郎
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（
議
席
順
）

川
本
町
議
会

事
務
局
長　
鈩　
　
　

英　

俊

書　
　

記　
甚　

田　

さ
つ
き

　

平
成
22
年
第
4
回
定
例
会
が
12
月

10
日
か
ら
15
日
ま
で
の
6
日
間
開
催

さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
樋
口
町
長
の
行
政
報
告

が
あ
り
、
条
例
案
件
5
件
、
補
正
予

算
案
件
2
件
、
そ
の
他
案
件
5
件
の

12
議
案
が
提
案
さ
れ
慎
重
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
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飯
田
議
員

　

サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・
カ
ラ
ス
等
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
は
、
本
町
に
お
い
て

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
又
、
本
年
は
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
も
19
件
に
の

ぼ
る
。
増
え
続
け
る
有
害
鳥
獣
の
個
体

を
減
ら
す
為
に
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
ハ

ン
タ
ー
に
対
し
て
、
免
許
の
取
得
更
新
・

所
持
に
つ
い
て
の
規
制
の
緩
和
を
は
じ

め
か
か
る
経
費
・
税
・
手
数
料
・
講
習

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
は
狩

猟
法
の
抜
本
的
改
正
が
重
要

と
考
え
る
。

樋
口
町
長
＝
県
・
町
村
会
と
共

に
国
に
要
望
し
て
い
く
。

町
振
興
の
エ
ゴ
マ
の
現
況

今
後
の
見
通
し
は
。

樋
口
町
長
＝
栽
培
販
売
順
調
で

量
の
拡
大
を
図
る
。

一 般 質 問

会
費
用
等
の
減
免
を
。
又
、
ワ
ナ
に
つ

い
て
は
、
自
分
の
所
有
す
る
農
地
、
一

定
の
隣
接
地
内
に
設
置
で
き
る
資
格
を

町
・
県
独
自
の
講
習
を
も
っ
て
国
に
認

め
て
も
ら
い
、
公
的
資
格
と
し
て
終
身

持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
狩
猟
法
の
抜

本
的
改
正
が
重
要
と
考
え
る
。

樋
口
町
長

　

農
業
を
守
る
事
は
、
本
町
だ
け
で
な

く
全
国
の
中
山
間
地
域
の
問
題
と
考

え
、
県
当
局
・
国
へ
し
か
る
べ
き
協
議

会
等
を
作
り
な
が
ら
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」設
置
に
つ
い
て
。

樋
口
町
長

　

エ
ゴ
マ
油
が
体
内
で
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｄ
Ｈ

Ａ
に
変
換
。
普
及
に
は
、
先
頭
に
立
っ

て
推
進
す
る
。

瀬
上
議
員

　

本
年
度
の
規
模
は
、
将
来
目
標
は
、

生
産
拡
充
の
為
の
手
段
は
。

大
迫
産
業
振
興
課
長

　

本
年
作
付
け
は
13
㌶
、
販
売
目
標
額

は
3
千
万
円
、
将
来
的
に
5
倍
程
度
の

20
～
30
㌧
を
目
指
す
。
生
産
拡
大
に
向

け
て
、
移
植
・
収
穫
作
業
に
は
、
機
械

化
が
必
要
で
あ
る
。

瀬
上
議
員

　

エ
ゴ
マ
の
機
能
を
活
か
し
た
町
民
の

健
康
増
進
の
取
り
組
み
は
。

樋
口
町
長
・
木
村
健
康
福
祉
課
長

　

食
育
推
進
協
・
食
改
協
の
協
力
を
得

て
、
調
理
・
機
能
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
た
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
エ
ゴ
マ
を
活

用
し
、
町
全
体
に
活
力
が
漲
る
町
づ
く

り
を
進
め
る
。

瀬
上
議
員

　

関
係
者
の
地
道
な
努
力
で
栽
培
面

積
・
販
売
額
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

一
層
の
手
腕
発
揮
を
期
待
す
る
が
、
決

意
の
程
は
。

役場エゴマ倶楽部 代表嶋田副町長より本
年産のエゴマが、加藤病院に寄贈された。

日向地区猿害対策緩衝帯
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小
宮
議
員

　

当
町
は
単
独
町
制
を
選
択
し
た
が
現

時
点
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し

て
い
る
か
。

樋
口
町
長

　

町
民
の
行
政
に
対
す
る
意
識
の
向
上

を
感
じ
て
い
る
。
こ
の
７
年
間
で
財
政

健
全
化
に
取
り
組
み
、
町
執
行
部
・
議

会
・
町
民
の
協
力
を
得
て
、
か
な
り
良

く
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

小
宮
議
員

　

高
齢
化
が
進
み
人
口
減
の
中
、
今
後

単
独
町
制
を
維
持
す
る
の
か
。

樋
口
町
長

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
十
分
協
議
し
進

め
て
い
き
た
い
。

小
宮
議
員

　

土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴
う
今
後

の
町
有
地
の
管
理
に
つ
い
て
、
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

嶋
田
副
町
長

　

組
織
の
再
構
築
を
計
り
十
分
な
話
し

合
い
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
き
、
Ｐ
Ｒ

を
含
め
空
き
地
処
分
を
早
急
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

片
岡
議
員

　

各
自
治
会
に
お
い
て
、
敬
老
会
、
防

災
の
為
の
名
簿
づ
く
り
等
で
役
場
の
対

応
に
不
満
が
出
て
い
る
。
運
用
規
準
を

明
確
に
し
て
、
対
応
の
説
明
を
求
め
る
。

又
、
規
準
ど
お
り
に
運
用
し
て
い
る
と

し
て
も
、
職
員
の
対
応
が
悪
く
、
接
遇

研
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

東
間
住
民
課
長

　

町
の
条
例
ど
お
り
運
用
し
て
い
る
。

除
外
規
定
は
あ
る
が
、
今
回
の
例
は
そ

の
規
定
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

樋
口
町
長

　

職
員
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
確
認
し

た
後
、
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
教
育
、

指
導
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
溝
清
掃
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

安
田
地
域
整
備
課
長

個
人
情
報
保
護
法
の
適
正

運
用
に
つ
い
て
問
う
。

東
間
住
民
課
長
＝
規
準
ど
お
り

運
用
し
て
い
る
。

青
木
議
員

　

12
月
10
日
の
活
性
化
委
員
会
で
、

プ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
は
指
定
管
理
者
制
か

直
営
で
運
営
を
継
続
す
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。
プ
ー
ル
は
、
腰
痛
・
足
の
関

節
痛
等
の
人
が
水
中
で
歩
く
事
に
よ

り
、
い
ち
よ
う
に
良
く
な
っ
た
の
で
、

続
け
た
い
と
の
声
が
多
い
。
経
費
節
減

の
為
に
は
県
水
連
に
一
方
的
に
委
託
す

る
の
で
は
な
く
、
健
康
福
祉
課
・
社
会

音
戯
館
プ
ー
ル
等
の
存
続

に
つ
い
て
。

木
村
健
康
福
祉
課
長
＝
プ
ー
ル

を
活
用
し
た
健
康
増
進
運
動
を

進
め
る
。

福
祉
協
議
会
・
教
育
課
が
連
携
し
て
利

用
者
を
増
や
す
事
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
町
民
の
健
康
増
進
と
医
療
費
節
減

の
為
、
広
く
呼
び
か
け
、
町
の
負
担
を

減
ら
す
べ
く
会
員
増
と
交
流
人
口
増
に

繋
げ
ら
れ
た
い
。

木
村
健
康
福
祉
課
長

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
の
活
用
の

拡
大
と
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
等
の
活

動
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
施
設
の

特
性
を
生
か
し
た
効
果
的
な
活
用
を
行

う
為
、
教
育
課
・
社
会
福
祉
協
議
会
等

関
係
機
関
と
協
議
・
連
携
し
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
川
本
町
民
プ
ー
ル
の
存
続
に
つ
い
て
。

平
成
の
大
合
併
に
つ
い
て
。

�

土
地
開
発
公
社
の
解
散
と
今

後
の
町
有
地
の
空
き
地
利
用

に
つ
い
て
。

川本町民プール

　

各
自
治
体
の
判
断
で
今
ま
で
ど
お
り

行
っ
て
ほ
し
い
。
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
、
臭

い
が
著
し
い
場
合
は
連
絡
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
町
で
対
応
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
整
備
に
つ
い
て
。
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受 理 番 号
年 月 日 陳 情 の 要 旨 陳情者の住所及び氏名 付託委員会 採択・継続

第 1 号
22.11 .5

環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）の加入
に反対する意見書の採択を求める陳情。

島根県邑智郡邑南町　島根おおち農業協同組合
� 代表理事組合長　南　山　雅　之
島根県邑智郡邑南町　島根おおち農政会議
� 会長　山　中　康　樹

産 建 町 民
常任委員会 採　択

第 2 号
22.11.16 「交通基本法」制定に関する陳情書。

鳥取県米子市弥生町2番地
　西日本旅客鉄道労働組合　米子地方本部
� 執行委員長　佐　貫　　　馨

総 務 教 民
常任委員会 採　択

第 3 号
22.11.19

医療費の窓口負担軽減の意見書の採択を求
める陳情。

松江市浜乃木4丁目4番1号　島根県保険医協会
� 会長　古　沢　正　治

総 務 教 民
常任委員会 継　続

第 4 号
22.11.19

安心・安全な公共事業を推進するため、地
方建設業界の存続・発展と国土交通省の事
務所・出張所及びダム管理所等の拡充・存
続を求める意見書の採択について。

浜田市相生町3973　国土交通省全建設労働組合
� 浜田支部支部長　猪　野　　　亮
広島市中区八丁堀3番20号　国土交通省管理職ユニオン
� 中国支部執行委員長　川　崎　義　夫

産 建 町 民
常任委員会 採　択

第 5 号
22.11.25 川本町商工会館の移転について。 川本町大字川本　　　川本町商工会� 会長　岡　田　耕　作 産 建 町 民

常任委員会 採　択

第 6 号
22.12 .8

高齢者への肺炎球菌ワクチン接種の推進と
接種への公費助成を求める陳情書。

出雲市塩冶町89－1　島根大学医学部内
　肺炎球菌ワクチンを広める会
� 代表　礒　部　　　威（島根大学医学部教授）
島根県邑智郡川本町大字川本279
　社団法人�邑智郡医師会� 会長　大　隅　　　泰

総 務 教 民
常任委員会 採　択

発
議
第
₉
号

川
本
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
の
議
案
を
、
地
方
自
治
法
第
112
条
及
び

会
議
規
則
第
13
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
致
し
ま

す
。

　

平
成
22
年
12
月
15
日
提
出

提
出
者

　

川
本
町
議
会
議
員　

圓　

山　

達　

雄

賛
成
者

　

川
本
町
議
会
議
員　

小
宮
七
郎 

以
下
7
名

川
本
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

川
本
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例（
昭
和
54
年
川
本
町
条
例
第
2
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
６
条
第
２
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
100
分

の
155
」
を
「
100
分
の
150
」
に
改
め
る
。

附
則

１ 　

こ
の
条
例
は
、
平
成
23
年
1
月
1
日
か
ら
施

行
す
る
。

発
議
第
10
号

尖
閣
諸
島
沖
に
お
け
る
中
国
漁
船
衝
突
事
件
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

右
の
議
案
を
左
記
の
と
お
り
川
本
町
議
会
会
議
規

則
第
13
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
致
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
12
月
15
日
提
出

提
出
者

　

川
本
町
議
会
議
員　

瀬　

上　

康　

浩

賛
成
者

　

川
本
町
議
会
議
員　

瀬　

尻　
　
　

亨

　

川
本
町
議
会
議
員　

飯　

田　

武　

則

　

9
月
7
日
、
尖
閣
諸
島
沖
の
日
本
領
海
内
で
中

国
漁
船
衝
突
事
件
が
発
生
し
、
那
覇
地
方
検
察
庁

は
24
日
、
公
務
執
行
妨
害
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
中

国
人
船
長
を
処
分
保
留
の
ま
ま
釈
放
し
た
。

　
『
尖
閣
諸
島
は
日
本
固
有
の
領
土
で
領
有
権
の

問
題
は
存
在
し
な
い
』
と
い
う
の
が
政
府
の
見
解

で
あ
る
。
過
去
の
経
緯
を
見
て
も
中
国
や
台
湾
が

領
有
権
に
つ
い
て
独
自
の
主
張
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
1
9
7
0
年
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以

前
は
ど
の
国
も
異
議
を
唱
え
た
事
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
今
回
、
中
国
人
船
長
が
逮
捕
さ
れ
る
と

閣
僚
級
以
上
の
交
流
停
止
や
国
連
総
会
で
の
日
中

首
脳
会
談
の
見
送
り
、
そ
し
て
日
本
人
4
人
の
身

柄
を
拘
束
す
る
な
ど
の
対
抗
措
置
を
と
り
、
中
国

人
観
光
客
の
訪
日
中
止
な
ど
日
本
の
各
種
産
業
に

も
悪
影
響
が
出
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
流
れ
の
中
で
、
船
長
を
釈
放
し
た
こ
と
は
『
中

国
の
圧
力
に
屈
し
た
』
と
の
印
象
を
与
え
、
今
後

同
様
の
事
件
に
関
し
て
は
、
国
内
法
に
基
づ
い
て

厳
正
に
対
処
し
て
い
く
姿
勢
を
貫
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
国
際
社
会

に
も
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
、
現
政
権
与
党

の
国
家
主
権
に
対
す
る
認
識
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る

を
得
ず
、
竹
島
問
題
を
抱
え
る
島
根
県
民
と
し
て

極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府

に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
を
実
現
し
、
毅
然
と
し

た
外
交
姿
勢
を
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

1
、「
尖
閣
諸
島
は
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
」

と
の
態
度
を
明
確
に
中
国
及
び
諸
外
国
に
示
し
、

今
後
同
様
の
事
件
が
起
こ
っ
た
際
は
、
国
内
法
に

基
づ
き
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
。

　

2
、
海
上
保
安
庁
が
撮
影
し
た
衝
突
時
の
ビ
デ

オ
の
公
表
を
含
め
、
事
実
関
係
の
解
明
に
努
め
る

こ
と
。

　

3
、
政
府
は
、
検
察
当
局
の
判
断
も
含
め
、
国

会
の
場
で
国
民
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
。

　

4
、
中
国
か
ら
の
謝
罪
や
賠
償
に
は
応
じ
ず
、

日
本
が
被
っ
た
損
害
を
請
求
す
る
こ
と
。

　

5
、
尖
閣
諸
島
の
警
備
体
制
を
充
実
・
強
化
す

る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
22
年
12
月
15
日

 

島
根
県
川
本
町
議
会

議 

員 

発 

議

議
員
交
流
研
修
会

　

11
月
9
日
・
10
日
の
両
日
、
姉
妹
都

市
の
坂
町
へ
行
き
、
議
員
研
修
を
実
施

し
た
。
テ
ー
マ
は
、
坂
町
よ
り
「
議
会

広
報
の
編
集
に
つ
い
て
」、
川
本
町
よ

り
「
定
住
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」、
意
見
発
表
し
両
町
議
員
に
よ
る

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
前
夜

の
交
流
が
盛
り
上
が
っ
た
せ
い
か
、
終

始
和
や
か
に
実
り
の
多
い
研
修
会
を
終

了
し
た
。

議員交流研修会（坂町役場にて）

請 

願
・
陳 

情
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
年
の
世
相
を
1
文
字
で
表
す
「
今

年
の
漢
字
」
は
「
暑
」
で
し
た
。
誰
も

が
納
得
の
1
字
で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、

昨
夏
の
暑
さ
は
特
別
で
し
た
。

　

一
方
、
流
行
語
大
賞
に
は
「
ゲ
ゲ
ゲ

の
～
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
の

放
送
効
果
も
あ
っ
て
境
港
市
の
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
へ
の
観
光
客
は
、
昨
年
の

倍
以
上
の
350
万
人
を
超
え
た
そ
う
で

す
。
整
備
か
ら
17
年
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
地
道
な
努
力
が
花
開
い
た
好
例
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
の
大
き
さ
を

実
感
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
川
本
町
の
エ

ゴ
マ
を
取
り
上
げ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ふ
る

さ
と
一
番
」
の
放
送
で
し
た
。
放
送
直

後
か
ら
、
役
場
へ
の
問
合
せ
の
電
話
が

殺
到
し
、
そ
の
対
応
で
役
場
内
が
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
程
で
し
た
。

　

改
め
て
そ
の
力
に
、
驚
か
さ
れ
た
出

来
事
で
し
た
。

　

果
た
し
て
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

編
集
後
記

議
員
視
察
・
研
修

　

単
独
町
制
を
歩
ん
で
初
め
て
の
議
員

視
察
研
修
を
、
10
月
13
日
・
14
日
に
１

泊
２
日
の
日
程
で
実
施
し
た
。
岡
山
県

高
梁
市
は
、
平
成
16
年
10
月
に
１
市
4

町
で
合
併
し
た
が
路
線
バ
ス
の
廃
止
に

よ
っ
て
、
バ
ス
交
通
の
空
白
地
域
で
実

施
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

（
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
に
つ
い
て
研
修
。

　

２
日
目
は
、
合
併
は
せ
ず
単
独
を
選

択
し
た
人
口
1
千
6
百
人
余
り
の
岡
山

県
英
田
郡
西
粟
倉
村
で
、
定
住
化
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
百
年
の
森
事

業
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

２
日
間
の
研
修
で
、
い
ず
れ
の
執
行

部
も
事
業
に
対
す
る
意
気
込
み
を
強
く

感
じ
た
。

高梁市庁内会議室

西粟倉村「森の学校」

坂町・川本町議会議員交流記念写真

西粟倉村庁舎会議室
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国 民 健 康 保 険 ご 加 入 の 皆 様 へ

自己負担限度額

外来 外来＋入院

12,000円 44,400円

44,400円

Ⅱ
8,000円

24,600円
Ⅰ 15,000円

早めの手続きで窓口負担の軽減を!
入院すると『医療費』が心配…。

自己負担限度額（月額）

そんな時は事前に【限度額適用認定証】を申請ください！
　入院する場合にあらかじめ健康福祉課で申請し、交付された「限度額適用認定証」を医療機関
の窓口に提示することにより、１つの医療機関での支払が自己負担限度額までとなります。
　入院する場合は忘れずに「限度額適用認定証」の交付を申請するようにしてください。
※自己負担限度額は年齢や所得区分によって異なります。下記の表をご覧ください。

【70歳未満の方】 【70歳以上の方】

所 得 区 分

一 般

上位所得者

住 民 税
非課税世帯

自己負担限度額

80,100円＋〈医療費－267,000円〉×1%

150,000円＋〈医療費－500,000円〉×1%

35,400円

※上位所得者（70歳未満の方）
　国民健康保険税の算定となる基礎控除後の総所
　得金額が600万円を超える世帯。

※現役並み所得者（70歳以上75歳未満の方）
　同一世帯の住民税課税所得が145万円以上の世帯。
※住民税非課税世帯
　Ⅱ=住民税非課税世帯
　Ⅰ=非課税＋年金収入80万円以下

一 般

現役並み所得者

所 得 区 分

住 民 税
非課税世帯

80,100円＋
〈医療費－267,000 円〉×1%

安心して給付を受けるために国民健康保険税を納めましょう！安心して給付を受けるために国民健康保険税を納めましょう！安心して給付を受けるために国民健康保険税を納めましょう！
　みなさんがお医者さんにかかるとき、費用の１割～３割を自分で負担して支払いますが、
残りは国民健康保険で負担しています。
　その国民健康保険を運営するための財源は、みなさんの保険税です。
　安心して給付を受けることができるように、保険税を納めましょう。

ご利用ください「かわもと健康相談 24」

フリーダイヤル　０１２０－３９８－３６５
●いつでもどこからでも無料（フリーダイヤル）で相談できます（24時間年中無休）
●プライバシーは厳守されるシステムになっていますので安心してご利用ください。

【ご利用方法】電話がつながりましたら、お名前（匿名可）・年齢を告げてください。
　　　　　　 ご相談内容に応じてアドバイスされます。

健康・医療相談 医療機関情報の提供 夜間・休日の医療機関の案内 介護などシルバー情報の提供
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女性特有のがん検診（子宮頸がん・乳がん）に対する支援を行っています。
　今年度の対象者の人に、がん検診無料クーポン券を配布しています。まだ受診していない人は積極的に検
診を受けましょう。
（検診個人負担金はもちろん無料ですが、役場が支払う検診料も1/2で済みます。）

【どちらも公立邑智病院で受診をお願いします。☎95－2111】

●乳がん（マンモグラフィ）検診　40・45・50・55・60歳になっている人
　完全予約制…毎週 月・火・木・金（１日２名）15：30～
　今年度の対象者は　40歳（昭和44年４月２日～昭和45年４月１日）
  45歳（昭和3�年４月２日～昭和40年４月１日）
  50歳（昭和34年４月２日～昭和35年４月１日）
  55歳（昭和2�年４月２日～昭和30年４月１日）
  60歳（昭和24年４月２日～昭和25年４月１日）
●子宮頸がん検診　20・25・30・35・40歳になっている人
　検診日は毎週金曜日午前ですが、確認をお願いします。２/26（土）にすこやかセンターで行なう子宮
頸がん予防講演会終了後の検診も受診できます。
　今年度の対象者は　20歳（平成元年４月２日～平成２年４月１日）
  25歳（昭和5�年４月２日～昭和60年４月１日）
  30歳（昭和54年４月２日～昭和55年４月１日）
  35歳（昭和4�年４月２日～昭和50年４月１日）
  40歳（昭和44年４月２日～昭和45年４月１日)

高齢者の肺炎球菌ワクチンについてのお知らせ
　平成22年度より、川本町では65歳以上の希望者に肺炎球菌ワクチン接種の助成を実施しています。
　事前にお知らせしていますが、この予防接種は、予防接種法に基づかない任意予防接種のため、自らの
意思で行うものです。
　つきましては、健康被害の救済制度上、川本町が委託契約をお願いしている町内の加藤病院、加藤クリニッ
クでの予防接種をお奨めします。

ぽかぽか♪雪見鍋

　冬が旬。なくてはならない野菜の一つ、大根。大根は使う部分やおろし方で辛さが異なります。
辛くするには先端の方を使って、力強く直線的におろします。
　逆に、辛いのが苦手な場合は、上の部分を使って、丸く円を描くようにやさしくおろしましょう。
大根おろしは食物の消化を助け、食物繊維の整腸作用で胃の弱い人や便秘の人に効果があります。
　また、辛味成分の殺菌作用とビタミンＣで、風邪に効果的だと言われています。
　これから寒い日々が続きます。風邪に負けない体を作るためにも、今が旬の大根を積極的に取
り入れましょう！！

① 大根はよく洗って、皮ごとすりおろす。きくらげは水に戻す。
白菜はそぎ切り、ごぼうはささがきにして、水にさらし、人参
は薄いいちょう切りにする。ねぎは斜め薄切りにする。
②なめこはさっと水で洗う。えのきは石突きを取り、裂く。
③もも肉は一口大に切っておく。
④鍋に白菜の白い部分をひき、大根おろし以外の材料をのせる。
⑤ 真ん中に大根おろし・きくらげをのせ、だし汁・酒を加えて蓋
をして野菜がしんなりするまで火を通す。＊中火で約８～10分
⑥○でつゆを作る。
⑦器に⑤を盛り、ゆず皮をのせ、⑥につけて頂く。

大根……………………………2/3本
鶏もも肉………………………1枚
なめこ…………………………120g
えのき…………………………1袋
きくらげ（乾） ………………15g
白菜……………………………300g
ごぼう…………………………1/2本
人参……………………………1/2本
白ねぎ…………………………1本
だし汁…………………………600cc
酒………………………………大さじ2・1/2
ゆず皮（千切り） ……………適宜
○しょうゆ：ゆず果汁：酢…割合2：1：1

材　料　４人分 作　　　り　　　方

野菜を食べ
よう！

１日350g

（小鉢５皿分）
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申告相談（町県民税・国民健康保険税等）のお知らせ
　2月16日から3月14日まで申告相談を行います。平成23年1月1日現在で、川本町にお住まいの方は、原則申告
が必要ですので、関係書類をお持ちの上、お越しください。
注意）�　収入がなくても、国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入されている方、介護保険の被保険者証の交

付を受けている方は、必ず申告をしてください。
  　※申告がないと、保険税の軽減などが受けられません。
   　なお、給与所得のみで、ほかに収入がなく、役場へ支払報告書が提出されている方及び所得税の確定申

告書を提出された方は、申告の必要がありません。
※ 申告相談の日程は、別紙で各戸配布しております。日程をご確認いただき、関係書類をお持ちの上、お越しく
ださい。

【問い合わせ】川本町役場 住民課 税務係 ☎0855－72－0632（直通）

多重債務対策特別無料相談のお知らせ
　島根県では、多重債務の解決を図るため江津市で「多重債務対策特別無料相談」を行います。
〈と　　き〉  平成23年２月６日（日）　午前９時～午後４時
〈と こ ろ〉  島根県石央地域地場産業振興センター（じばさんセンター）江津市嘉久志町イ405番地
〈相談方法〉  電  話  相  談：☎0120－114－234
  面  接  相  談：定員６名（事前に予約が必要です）
  面接予約電話：☎0�52－32－5�16（島根県消費者センター）
  相談対応者：弁護士、司法書士

　 地上デジタル放送受信のための支援について

ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯の方
どのような支援ですか？
■ 簡易な地上デジタル放送対応チューナー１台を無償
で給付します。
■ 簡易なチューナーの設置のみでは地上デジタル放送
が視聴できない場合は、屋外アンテナなどの無償改
修を行います。
　※ すでに地上デジタル放送を見ることができる世帯は対象

になりませんのでご注意ください。

申込の期限は？
　平成23年７月24日まで（消印有効）
申込方法は？
　必要書類を添えて支援の申込書を『総務省 地デジ
チューナー支援実施センター』へ送付してください。
◆NHK放送受信料全額免除世帯への支援に関すること
　総務省　地デジチューナー支援実施センター
　ナビダイヤル　☎0570－033�40
　ナビダイヤルが利用できない場合　☎044－�6�－5425
◆NHKの放送受信契約や免除に関すること
　NHKふれあいセンター
　ナビダイヤル　☎0570－0005��
　ナビダイヤルが利用できない場合 ☎050－37�6－510�
　【受付時間】平日　　　　　午前９時～午後９時
　　　　　 　土・日・祝日　午前９時～午後６時

ｅ
イ ー

－Ｔ
タ ッ ク ス

ａｘ（国税電子申告・納税システム）について
2月16日から3月14日までの申告相談期間中は、役場住民課において、ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税
システム）が利用できます。利用される場合は、役場住民課にお問い合わせの上、関係書類（申告相談資料、
住基カードなど）をご持参ください。

～平成23年７月24日までにアナログ放送は終了します～
地上デジタル放送がまだ視聴できない世帯で、次に該当する世帯は総務省の支援が受けられます。

市町村民税非課税世帯の方
どのような支援ですか？
■ 簡易な地上デジタル放送対応チューナー１台を無償
で給付します。
■ 簡易なチューナーの設置方法と操作方法を電話でサ
ポートします。
　※ すでに地上デジタル放送を見ることができる世帯は対象

になりませんのでご注意ください。
　※ NHKと放送受信契約を結んでいない場合は、支援の申込

後にすみやかに受信契約を結んで下さい。
申込の期限は？
　平成23年７月24日まで（消印有効）
申込方法は？
　必要書類を添えて支援の申込書を『総務省 地デジ
チューナー支援実施センター』へ送付してください。
◆市町村民税非課税世帯への支援に関すること
　総務省　地デジチューナー支援実施センター
　ナビダイヤル　☎0570－023724
　ナビダイヤルが利用できない場合　☎043－332－2525
◆NHKの放送受信契約に関すること
　NHKふれあいセンター
　ナビダイヤル　☎0570－077077
　ナビダイヤルが利用できない場合 ☎050－37�6－5003
　【受付時間】平日　　　　　午前９時～午後９時
　　　　　 　土・日・祝日　午前９時～午後６時

地上デジタル放送全般に関するお問い合わせは　政策推進課　72－0634
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12
月
24
日（
金
）ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
日
、

本
校
家
庭
ク
ラ
ブ
が
奉
仕
事
業
の
一
環
と

し
て
地
域
の
小
学
校
に
、
地
産
品
を
用
い

た
生
徒
手
作
り
の
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
＆
ク
ッ

キ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
家
庭
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
美
郷
町
の
産
業
祭
に
参
加
し
た

経
緯
か
ら
、
昨
年
度
の
川
本
町
内
３
小

学
校
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
加
え
、
事
業

を
拡
大
し
て
邑
智
小
と
大
和
小
へ
も

ケ
ー
キ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
作
っ
た
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
の
総
数

は
、
な
ん
と
４
２
０
個
！

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

家
庭
ク
ラ
ブ
奉
仕
事
業

サ
ン
タ
か
ら
の
贈
り
物
２
０
１
０

　

前
日
23
日
（
木
）
は
祝
日
で
し
た
が
、

家
庭
ク
ラ
ブ
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生

徒
が
休
日
返
上
で
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で

ケ
ー
キ
と
ク
ッ
キ
ー
作
り
に
取
り
組
み

準
備
し
ま
し
た
。

　

ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
役
に
立
候

補
し
た
３
年
生
の
木
曽
健
太
君
、
坂
根

美
紀
さ
ん
、
柿
田
伸
也
君
は
、「
日
頃

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
川
本
町
の
小
学

生
に
ケ
ー
キ
を
配
り
ま
し
た
。
準
備
は

大
変
で
し
た
が
、
か
わ
い
い
小
学
生
達

に
た
く
さ
ん
喜
ん
で
も
ら
え
て
『
や
っ

て
よ
か
っ
た
な
』
と
思
い
ま
し
た
。」「
子

ど
も
達
の
た
め
に
サ
ン
タ
は
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
働
き
ま
す
。
喜
ん
で
も
ら
え

て
最
高
で
す
」
と
、
と
っ
て
も
満
足
そ

う
で
し
た
。

新
聞
部
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
受
賞

　
　

今
年
全
国
総
合
文
化
祭
出
場
決
定

川本小学校一年生の教室で

　

12
月
10
日
（
金
）
に
行
な
わ
れ
た
、
第

2�
回
島
根
県
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
で
、
本
校
新
聞
部
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
今
年
８
月
３

日
（
水
）
～
７
日
（
日
）
に
福
島
県
で
開

催
さ
れ
る
、
第
35
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

新
聞
部
は
、
こ
こ
数
年
部
員
が
お
ら
ず

休
部
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨

年
３
人
の
新
入
生
が
入
部
し
、
顧
問
の
國

本
教
諭
の
指
導
の
も
と
活
動
が
再
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
間
、

発
行
さ
れ
た

新
聞
は
15
号

を
越
え
、
着

実
に
力
を
つ

け
て
き
ま
し

た
。
今
回
の

受
賞
は
そ
の

着
実
な
活
動

と
努
力
が
認

め
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

新
聞
部
部
長
の
高
木
園
歌
さ
ん
（
２
年

生
）
は
、「
２
年
間
新
聞
を
作
っ
て
き
て
、

そ
の
結
果
が
形
と
し
て
現
れ
た
こ
と
が
嬉

し
い
。
先
生
や
多
く
の
方
に
感
謝
し
な
が

ら
自
分
達
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
福
島
県

で
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

表彰式の様子 (中央右が本校)

 左から徳永さん、山根さん、

 高木さん　3名の新聞部員

ずらりと並んだ
カップケーキ達!!

（これはほんの一部です）
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　2月は、鬼の面作りにチャレンジして節分
会を行います。
　絵本の読み聞かせは、鬼がテーマです。

日　時：２月４日（金）９：30～11：30
場　所：子育てサポートセンター
内　容： 工作、絵本の読み聞かせ、

本の貸出
持参品：貸出カード、お茶
対　象：在宅保育の親子
要申込：１月2�日（土）締切
問合せ：子育てサポートセンター　☎72－1570
　　　　かわもと図書館  ☎72－0025

いいお顔のひろば ミニ読書会

節分工作をしよう！

図書館

《児童向き》

にんじんさんとじゃかじゃかじゃん
� 長野ヒデ子作・絵　世界文化社
　にんじんさん、きゅうりさん、かぼちゃさん、
さといもさんが、楽しそうにやってきました。み
んなは台所で自分の名前にちなんだリズムをとっ
て歌います。野菜たちの表情豊かな絵本です。

たくさんのドア
� アリスン・マギー文　ユ・ウテン絵
� なかがわちひろ訳　主婦の友社
　「ドアのむこうにはなにがあるんだろう？」子ど
もたちの前にならぶ未来へのドア。たくさんある
ドアの向こうに広がっているのは何でしょうか。
こどもの様子がいきいきと描かれた絵本です。

《一般向き》

羊の十字架� 　黒須紀一郎著　作品社
　肥前平戸の藩主松浦静山の書いた「甲子夜話」
に“羊の十字架”の話が載っていました。7世紀か
8世紀の頃、既に日本にキリスト教が入っていたの
でしょうか。謎の古代豪族秦氏の出自をたどりつ
つ、日本国家の起源を探る歴史ミステリーです。

日本語ほど面白いものはない
邑智小学校六年一組特別授業
� 柳瀬尚紀著�新潮社
　美郷町の邑智小学校の6年1組の教壇に立った
「チョコレート工場の秘密」の訳者でもある著者は、
どのようにして「言葉」という奇跡を目を拓かせ
たのでしょうか。感動の教育ドキュメントです。

その他、たくさん入りました。
サマーウォーズ
� 岩井恭平：著　細田守：原作（角川書店）
　小磯健二は、憧れの先輩・篠原夏希に、「４
日間だけフィアンセの振りをして！」とアル
バイトを頼まれ、長野県の田舎に同行するこ
とになった。夏希の曾祖母を中心に親戚に囲
まれながらも、大役を果たそうと頑張る健二
のもとに謎の数列が届く。数学が得意な彼は、
夢中で答えを導きだすが、翌朝世界は一変し
ていた。世界の危機を救うため、健二と夏希、
そして親戚一同がたちあがる！熱くてやさし
い夏の物語です。
　この本は、とても良い本なので、ぜひ読ん
でみてください。� （島根中央高校３年）

図書館職場体験者おすすめの本!!

ひだまりサロン移動図書館開催日
　毎月、社会福祉協議会が開催しているひだま
りサロンにて、移動図書館を行っています。　
　絵本や大人用の本など、様々な分野の本を用
意します。サロンをご利用の方なら、どなたで
も自由に好きな本を選んで借りていただくこと
ができるミニ図書館です。

開催日：１月30日（日）10：15～11：00
場　所：すこやかセンター
　　　　次回の予定　２月27日（日）



お問い合わせ：悠邑ふるさと会館　Tel.0855-72-0001

悠邑ふるさと会館　２～３月�催し物案内
2　月

マルチ
ホール 20日㈰

サウンドライブしまね　川本会場

　アマチュアバンドフェスティバル
開　演／午後２時　　開　場／午後１時30分
入場料／1,000円（前売り・当日とも同一料金）
　郡内のアマチュアバンド活動をしている団体が参加するライブ形式のバン
ドフェスティバルです。ふるさと会館開館以来、数十のバンドがこのステー
ジを経験して今に続く企画です。そのとき10代あるいは20代の若者が、懐か
しさとともに新しいバンド仲間とこのステージに帰ってきています。
　ふるさと会館は、都会のライブハウスに負けない音場と照明でステージを
支えます。百聞は一見にしかず、会場にお出かけください。

主　催／サウンドライブしまね実行委員会川本会場
お問い合せ／事務局（悠邑ふるさと会館）72－0001
出演に関する問い合わせも受け付けています。【〆切／１月26日(水）】

３　月

大ホール

13日㈰

石州竹内会結成25周年記念

　「和太鼓の響き」
開　演／午後１時　　開　場／午後12時30分
入場料／500円（前売り・当日とも同一料金）
　竹内幸雄先生（江津市桜江町）が結成に関わり、指導する団体の太鼓共演
会です。今年は記念すべき25周年。フィナーレ曲は、御大が５団体のために
創りあげた新曲の発表となります。
【出演団体】　石見銀山天領太鼓（大田市）、江津敬川太鼓、桜江太鼓（江津市）
　　　　　　石州浜田太鼓（浜田市）、江川太鼓（川本町）
主　催／石州竹内会

20日㈰

島根県立島根中央高校吹奏楽部チャリティコンサート
開　演／午後２時　　開　場／午後１時30分
入場料／300円（小学生以下無料）
　３月に恒例となったチャリティコンサートです。
　「来たれ！ 23年度新入学生徒、ブラスバンドをやって
みたい在校生」と広く吹奏楽仲間募集を呼びかける部員一同です。
　このコンサートがそんなきっかけになれば、川高サウンドを受け継ぐ「島

シマ

中
チュウ

サウンド」は充実間違いなしです。
　「聴きに来てください！」は、自信を持って演奏する部員の誇りの言葉です。
【３部構成】第１部　島根中央高校吹奏楽部
　　　　　 第２部　賛助出演／川本中学校吹奏楽部、悠邑ふるさと吹奏楽団
　　　　　 第３部　定期演奏会記念バンド
主　催／島根中央高等学校

マルチ
ホール 27日㈰

悠邑ふるさと吹奏楽団「スプリングコンサート」
開　演／午後２時　　開　場／午後１時30分
入場料／無料
　幼児から高齢の方まで家族全員で来て、楽しむことのできる音楽会です。

ふるさ
と会館

（13）平成23年１月20日発行  広報かわもと №477
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平
成
23
年
度
N
H
K
学
園
通
信
制

　

高
等
学
校
生
徒
募
集

▽
募
集
内
容

　

①
４
月
生
普
通
科
（
３
年
制
）

　

② 

専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻

▽
受
付
期
間　

　

①
２
月
１
日（
火
）～
４
月
20
日（
水
）必
着

　

②
２
月
１
日（
火
）～
３
月
22
日（
火
）必
着

　

※
そ
の
他
、
詳
細
は
左
記
ま
で

【
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

N
H
K
学
園

 

☎
０
４
２

－

５
７
２

－

3
1
5
1

 

☎
0
1
2
0

－

０
６

－

8
8
8
1

 
http://w

w
w
.n-gaku.jp

家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
教
育
的
な

　

働
き
か
け
と
し
て
の
清
掃
活
動

　

家
庭
裁
判
所
で
は
、
非
行
の
あ
っ
た
少
年

に
対
し
、
保
護
処
分
に
付
し
た
り
検
察
官
に

送
致
し
た
り
し
な
い
場
合
で
も
、
非
行
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
、
教
育
的
な
働
き
か
け
を

様
々
な
方
法
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
、
駅
周
辺
や
公
園
等
で
の
清

掃
活
動
が
あ
り
ま
す
。
街
を
き
れ
い
に
す
る

体
験
を
通
じ
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
分
か
ら
せ
る
と
と
も
に
、
社
会

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
、
少
年
の

再
非
行
の
防
止
に
役
立
て
ま
す
。

　

活
動
に
は
、
な
る
べ
く
保
護
者
に
も
参
加

し
て
頂
き
、
一
緒
に
作
業
す
る
こ
と
を
通
し
、

親
子
の
関
係
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
協
力
し
合

い
活
動
す
る
こ
と
で
、
社
会
と
の
絆
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
松
江
家
庭
裁
判
所

 

☎
0
8
5
2

－

23

－

1
7
0
1

三
次
高
等
技
術
専
門
校
４
月
入
校
生
募
集

▽
募
集
訓
練
科

　

① 

自
動
車
整
備
科
（
期
間
２
年
・
高
卒
1�

歳
以
上
30
歳
以
下
）

　

②
溶
接
加
工
科
（
期
間
１
年
・
45
歳
未
満
）

　

③ 

建
築
イ
ン
テ
リ
ア
科
（
期
間
１
年
・
45

歳
未
満
）

　

④ 

O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
期
間
６
ヶ
月
・
年

齢
制
限
無
し
）

▽
応
募
締
切　

２
月
22
日
（
火
）

　

※
そ
の
他
、
詳
細
は
左
記
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

三
次
高
等
技
術
専
門
校

 

☎
0
8
2
4

－
62

－

3
4
3
9

既
卒
者
及
び
事
業
主
の
皆
様
へ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
卒
業
後
３
年
以
内
の

未
就
職
の
方
等
を
対
象
に
、
次
の
支
援
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

《
３
年
以
内
既
卒
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
》

　

卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者
（
中
学
生
以

上
）
を
正
規
雇
用
へ
向
け
育
成
す
る
為
、
有

期
雇
用
し
、
そ
の
後
正
規
雇
用
へ
移
行
し
て

頂
く
事
業
主
に
対
し
奨
励
金
を
支
給
。（
有

期
雇
用
（
原
則
３
ヶ
月
）
一
人
月
10
万
円
、

正
規
雇
用
か
ら
３
ヵ
月
後
に
50
万
円
支
給
）

《 

３
年
以
内
既
卒
者
（
新
卒
扱
い
）
採
用
拡

大
奨
励
金
》

　

卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者
も
対
象
と
す

る
新
卒
求
人
を
提
出
し
、
既
卒
者
を
正
規
雇

用
し
て
頂
く
事
業
主
に
対
し
、
奨
励
金
を
支

給
。（
正
規
雇
用
か
ら
６
ヵ
月
経
過
後
に

１
０
０
万
円
支
給
）

《
新
卒
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
》

　

未
内
定
者
や
卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者

を
対
象
に
、
短
期
（
２
週
間
程
度
）
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
機
会
を
提
供
し
て
頂
く
制

度
。
企
業
の
実
習
担
当
者
に
謝
金
を
支
給
。

（
受
講
者
一
人
一
日
あ
た
り
3
、
4
0
0
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本 

☎
72

－

0
3
8
5

島
根
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科

　

第
２
次
学
生
募
集
に
つ
い
て

▽ 

専
攻
・
募
集
人
員

　

法
曹
養
成
・
10
名
程
度

▽
出
願
期
間

　

１
月
31
日
（
月
）
～
２
月
４
日
（
金
）

　

※
詳
細
は
、
左
記
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

島
根
大
学
教
育
・
学
生
支
援
部
学
務
課

　

〒
6
9
0

－

8
5
0
4

　

松
江
市
西
川
津
町
1
0
6
0

 

☎
0
8
5
2

－

32

－

6
0
3
2

 http://w
w
w
.nyushi.shim

ane-u.ac.jp/

日
本
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
》

経
営
環
境
変
化
対
応
資
金

▽ 

融
資
対
象
者　

社
会
的
・
経
済
的
環
境
の

変
化
で
、
売
上
や
利
益
が
減
少
す
る
等
業

況
が
悪
化
し
て
い
る
方

▽
融
資
額　

4
、
8
0
0
万
円
以
内

▽
返
済
期
間

　

運
転
資
金 

８
年
以
内
（
据
置
３
年
以
内
）

　

設
備
資
金 

15
年
以
内
（
据
置
３
年
以
内
）

▽
利
率　

 

年
2
・
15
％
～

　
　
　
　
（
平
成
22
年
８
月
10
日
現
在
）

《
設
備
資
金
貸
付
利
率
特
例
制
度
》

　

設
備
投
資
を
行
う
方
の
利
率
を
融
資
後
当

初
２
年
間
0
・
5
％
引
き
下
げ
ま
す
。

《
国
の
教
育
ロ
ー
ン
》

▽ 

融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
に
付
き

3
0
0
万
円
以
内
（
利
率
年 

2
・
75
%
）

▽ 

融
資
期
間　

15
年
以
内
（
据
置
期
間
：
在

学
期
間
以
内
で
の
元
金
の
据
置
き
が
可
能
）

▽ 

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ

ス
月
増
額
返
済
・
ス
テ
ッ
プ
返
済
も
可
能
）

　

※
そ
の
他
、
詳
細
は
左
記
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
浜
田
支
店
国
民
生
活

　

事
業 

☎
0
8
5
5

－

22

－

2
8
3
5

建
退
共
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

建
退
共
制
度
は
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
設
立
し
た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
が
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

労
働
者
が
退
職
し
た
時
に
建
退
共
か
ら
退
職

金
を
支
払
う
も
の
で
す
。

▽
対
象
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
方

▽
対
象
労
働
者　

 

建
設
業
現
場
で
働
く
人

▽
掛
金　

日
額　

3
1
0
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
事
業
推
進
室 

 

☎
03

－

5
4
0
0

－

4
3
1
6

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
ご
案
内

▽
対
象　

お
子
様
を
扶
養
す
る
保
護
者

▽
貸
付
金
額　

お
子
様
一
人
に
つ
き

　

は
じ
め
に
一
時
金 

1
5
5
、0
0
0
円

　

貸
付
期
間
中 

毎
月　

２
０
、0
0
0
円

　

小
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

 

４
４
、0
0
0
円

▽
貸
付
期
間　

決
定
月
～
中
学
校
卒
業
月

▽
返
還
期
間　

中
学
校
卒
業
後
、
一
年
据
え

置
き
、
月
賦
等
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等
払

い
で
返
還
。
但
し
、
高
校
・
大
学
等
へ
進
学

し
た
場
合
、
在
学
中
は
返
還
猶
予
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

島
根
支
所 

☎
0
8
5
2

－

25

－

4
8
8
0



日
月

火
水

木
金

土

く
ら

し
の

情
報カ

レ
ン

ダ
ー

2
月

１/30
1/31

1
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

2
3

4
5

◇
�ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

　
10:00～

12:00
　（
移
動
図
書
館
10:15～

11:00
　

☀
い
い
お
顔
の
広
場

�「
川
本
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー
」

�（
9:30～

11:30）

♥
乳
幼
児
健
診
（
す
こ
や
か
）

♥
断
酒
会
(す
こ
や
か
)17:00～

☀
��チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
キ
ッ
ズ

キ
ッ
チ
ン
（
低
学
年
コ
ー
ス
）」

（
15:30～

16:30）
◇
因
原
保
育
所
移
動
図
書
館

☀
�い
い
お
顔
の
ひ
ろ
ば
「
ミ
ニ
読

書
会
」（
9:30～

11:30）

三
上
医
院
・
波
多
野
診
療
所

6
7

8
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

9
1
0

11
1
2

■
あ
い
さ
つ
の
日

☀
�チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
ド
レ
イ
ク
と
英
語
で
遊
ぼ
う
」

　（
16:00～

17:00）

♥
�健
康
相
談
（
北
公
民
館
・
親
和
集
会
所・

西
公
民
館
）

☀
�い
い
お
顔
の
広
場
「
因
原
保
育
所
お
で

か
け
デ
ー
」（
9:30～

11:30）
㊫
川
本
西
小
学
校
一
日
入
学

Ⓖ
�資
源
物
・
不
燃
物
収
集

　（
�因
原
・
三
大
字
・
多
田
・
久
座
仁・
谷
戸・

三
島
・
笹
畑
）

Ⓖ
資
源
物
・
不
燃
物
収
集

　（
因
原
を
除
く
川
本
南
）

☀
� い
い
お
顔
の
ひ
ろ
ば
「
お
や
こ
ク
ッ
キ

ン
グ
」（
10:0

0～
13:0

0）
◇
川
本
西
小
学
校
移
動
図
書

◇
三
原
小
学
校
移
動
図
書

Ⓖ
�資
源
物
・不
燃
物
収
集（
因
原・三

大
字・

多
田
・
久
座
仁
・
谷
戸
・
三
島
・
笹
畑
）

■
建
国
記
念
日

前
眼
科
医
院
・
秦
ク
リ
ニ
ッ
ク

星
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
加
藤
病
院

1
3

1
4

1
5

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

1
6

1
7

1
8

1
9

■
萬
菜
市

☀
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
ド
レ
イ
ク
と
英
語
で
遊
ぼ
う
」

　（
16:00～

17:00）

☀
�い
い
お
顔
の
広
場
「
川
本
北

保
育
所
お
で
か
け
デ
ー
」

　（
9:30～

11:30）

Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集
（
川
本
南
）

♥
�糖
尿
病
予
防
教
室（
13:00～

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

☀
�い
い
お
顔
の
広
場「
お
や
こ
の

運
動
教
室
」（
10:30～

11:30）
Ⓖ
紙
容
器
包
装
収
集
（
川
本
北
）

■
�第
10回

悠
々
大
学

　「
閉
講
式
��健
康
づ
くり
講
演
会
」

☀
�チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
キ
ッ
ズ

キ
ッ
チ
ン
（
高
学
年
コ
ー
ス
）」

　（
16:00～

17:00）

♥
乳
幼
児
相
談

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

㊫
川
本
小
学
校
一
日
入
学

■
食
育
の
日

☀
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級
「
炭
焼
き
」

邑
智
病
院
・
大
和
診
療
所

2
0

2
1

2
2

（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）

2
3

2
4

2
5

2
6

♪
サ
ウ
ン
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
ね
川
本
会
場

　「
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　（
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
）

　
開
場
・
13:30/開

演
・
14:0

0
　
入
場
料
・
1,0
0
0円

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

☀
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
ド
レ
イ
ク
と
英
語
で
遊
ぼ
う
」

　（
16:00～

17:00）

☀
�い
い
お
顔
の
広
場

　「
子
育
て
の
つ
ど
い
」

　（
9:30～

12:00）

Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
（
川
本
北
）

◇
川
本
西
小
学
校
移
動
図
書

☀
い
い
お
顔
の
広
場
「
ア
ー
ト
デ
ー
」

　（
10:0

0～
11:30）

☀
� チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級「
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

（
高
学
年
コ
ー
ス
）」（
16：

0
0～

17：
0
0）

㊫
川
本
小
学
校
参
観
日
・
懇
談
会

◇
三
原
小
学
校
移
動
図
書

♥
子
宮
頸
が
ん
予
防
講
演
会

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

　
9:30～

10:30

三
上
医
院
・
加
藤
病
院

Ⓖ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
（
川
本
南
）

2
7

2
8

■
�ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
10:00

～
12:00（

移
動
図
書
館
10:15

～
11:00）

☀
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
級

　「
ア
ー
ト
活
動
」

　（
15:30～

17:00）

上
田
医
院
・
大
隅
医
院

《
2

月
の

納
税

》
◆
国
民
健
康
保
険
税
�

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

◆
固
定
資
産
税

《
1

月
の

納
税

》
◆
国
民
健
康
保
険
税
�

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

◆
町
県
民
税

※
�町
税
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

各
種

ワ
ク

チ
ン

接
種

に
つ

い
て

　
国
の
緊
急
促
進
臨
時
交
付
金
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
以
下
の
予
防
接
種

を
、
２
月
開
始
予
定
で
準
備
中
で
す
。
準
備
が
整
い
次
第
、
対
象
者
に
周

知
い
た
し
ま
す
。

　
　
①
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
　
②
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　
　
③
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
※
い
ず
れ
も
公
費
で
実
施
し
ま
す
が
、
任
意
の
予
防
接
種
で
す
。

㊫
：
学
校
行
事
関
係
　
☀
：
�サ
ポ
セ
ン
行
事（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

♥
：
健
康
相
談
・
検
診
（
健
康
福
祉
課
）　
◇
：
図
書
館
関
係

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事
　
■
：
一
般
行
事
　

：
保
育
所
行
事

：
休
日
診
療
情
報
（
10:00～

16:00）　
Ⓖ
：
�ゴ
ミ
収
集
（
川
本
北
：
久
座
仁
・
多
田
・
三
島
・
西
・
谷
戸
・
三
俣
・
湯
谷
・

笹
畑
・
親
和
・
南
佐
木
・
田
窪
・
三
原
・
八
幡
・
三
大
字
）（
川
本
南
：

上
新
町
・
中
新
町
・
下
新
町
・
元
町
・
本
町
・
日
の
出
・
天
神
町
・
中
倉
・

谷
・
市
井
原
・
長
原
・
矢
谷
・
木
路
原
・
日
向
・
因
原
・
芋
畑
・
双
葉
）��

2
/2

6
 子

宮
頸

が
ん

予
防

講
演

会
(H
P
V
ワ
ク
チ
ン
･H
P
V
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
)

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
�9:30～

10:30��
　
�　
講
師
：
大
田
市
立
病
院
�産
婦
人
科
医
師
　
槙
原
�研
�氏

　
10:30～

11:30
　
　
�検
診
車
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
実
施
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ホ
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ム
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w.kaw

am
oto-tow

n.jp/　
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
kaw
am
oto@

kaw
am
oto-tow

n.jp 川本町の人口 平成23年1月１日現在
※（　）は前月との増減

※住民基本台帳を基にした、平成22年12月中の異動状況

3,856 人合 

計

男 1,810人（－12人）
女 2,046人（－ 3人）

転　入　 3人 出　生　 2人 その他　 0人
転　出　12人 死　亡　 8人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,577人
うち15歳未満  360人
世帯数 1,816戸
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広
報
か
わ
も
と
　
1月
　
№
477

平
成
23年

1月
20日

発
行

川
本
町
は
宝
の
宝
庫

　

ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
冬
、
初
め

て
川
本
町
を
訪
問
し
た
時
に
見
た

山
や
畑
の
雪
景
色
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

平
成
22
年
４
月
に
福
岡
か
ら
Ｉ

タ
ー
ン
で
川
本
町
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

田
舎
暮
ら
し
を
始
め
て
毎
日
が

楽
し
く
、
希
望
に
満
ち
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
に
変
わ
る
、
山
・
川
・
滝
・

渓
谷
・
温
泉
の
景
色
。
都
会
で
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
目
の
前

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
町
を
も
う
一
度
見
渡
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
感
激
す
る
こ
と
が

多
く
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
方
か
ら
見
れ
ば
い
つ
も

の
景
色
で
も
、
田
舎
の
四
季
の
景

色
は
、
都
会
に
住
む
人
に
と
っ
て

は
喜
び
を
感
じ
、
や
す
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
自
然
の
魅
力
を
も
っ
と

い
ろ
ん
な
人
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
ま
た
、
こ
の
自
然
を
活
か
し

て
、
何
か
ひ
と
つ
目
的
を
持
っ
て

行
動
を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
、
行
動
が
活

気
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
町
お

こ
し
は
こ
こ
か
ら
で
す
。

 

（
60
代　

福
岡
県
出
身　

男
性
）

異
の
視
点

　平成22年12月12日（日）、益田陸上競技場を出発し、浜田市のしまねお魚センター前をゴールとする９区間
42.195kmのコースで行われた「しおかぜ駅伝2010」に、川本町チーム（写真）が出場しました。今年は、高校
生や大学生という若手ランナーを主体としたチーム編成で挑み、結果は上位入賞とはなりませんでしたが、選手
それぞれが最高の走りをしてくれました。  photo：2010. 12.12　

広報かわもとでは、広告の掲載を行っています。
◆サイズ
　①縦55㎜×横170㎜5,000円（町外10,000円）
　②縦55㎜×横 85㎜2,500円（町外 5,000円）
　③縦55㎜×横 55㎜1,500円（町外 3,000円）
◆締切：掲載希望月の前月10日まで
※�川本町ホームページでも詳しい内容がご覧頂けま
す。
　http://www.kawamoto-town. jp/
【申込・問い合わせ】�　　
川本町役場政策推進課　☎７２－０６３４

広 告 募 集


